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お 名 前 性 別 終戦時の年齢 現 住 所

加藤 恭子

女 性 １６ 歳 千葉県野田市

か とう きよう こ

（旧姓 植村）

「戦後７０年にして初めて知った級友の悲劇」
ひ げき

私たち新城高等女学校３２回生は，法要の折に集まってはいましたが，５０回忌

かい き

が終わるまで楽しいクラス会は一度も開きませんでした。亡くなった同級生を追悼

な ついとう

するのが第一ですから，それが自然の成り行きだったように思います。同級会を

開いた時でも，豊川海軍工廠の話はほとんどしてきませんでした。誰しも悲惨な

こうしよう だれ ひ さん

体験は思い出したくないですし，亡くなった友を思い出すと悲しくなるからです。

こうして生き残って幸せに生きていることに，申し訳なさも感じてしまうのです。

もう わけ

ですから，戦後７０年の今年，新城高女３２回生の７０年前の悲劇を掘り起こ

ほ お

して展示会を開いてくださったことによって，その現実を初めて知ることができ

てん じ かい げん じつ

たのです。野沢やすさんの記事（富岡ふるさと会館ＨＰ：続戦争体験 NO.10）も
の ざわ

その一つです。その凄惨な状況を知り，驚き，繰り返し読んで泣きました。亡く

せいさん じようきよう おどろ く かえ

なった方々の様子を初めて知り，長い年月を経た今，改めて女学校時代のクラス

へ

写真を眺めながら，深い思いの中で自分と向き合って，薄れた記憶を少しでも手繰

なが うす き おく た ぐ

り寄せてみたいと思います。

よ

○ 学徒動員で工廠へ

私たち新城高等女学校４年生（３２回生）は，昭和１９年４月から豊川海軍工

廠へ動員されました。しかし私は，昭和２０年１月から７．８人のクラスメート

と共に師範学校で教育を受けるため海軍工廠を退き，新城高女に在籍のまま岡崎

し はん しりぞ ざいせき おかざき

の師範学校へ通っておりました。当時の電車は運休，遅延になることは常で，そ

ち えん つね

のためか電車はいつも身動きができないほど混雑を極め，呼吸困難におちいるこ

こん ざつ こ きゆうこんなん

ともしばしばあったことを思い出します。

その頃は戦況が悪化し，男の先生方

ころ せんきよう

が出征されて教員不足になっておりま

しゆつせい

した。その影響のためか，私は２０年

えいきよう

の４月には，私は富岡国民学校に奉職

ほうしよく

しており，新城高女の同級生は専攻科

せんこう か

に進み引き続き豊川海軍工廠へ動員さ

れていました。

８月７日，海軍工廠が爆撃された時，

ばく げき

新城高女の木造校舎（現新城中）
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私は５，６年生の児童と共に校庭にいました。銀色に光るＢ２９の編隊が飛び去

へん たい

っていくのが見えましたが，工廠が空襲されたことは分かりませんでした。

くうしゆう

夜になって工廠の惨状が伝わってきました。その時の衝撃は，とても言葉で表

さんじよう しようげき

すことはできません。一番最初に中宇利の級友，野沢やすさんの弟（元治）さん

なか う り

が亡くなったことを知りました。さらに，親友だった伊藤幸子さんはじめ大勢の

い とう さち こ おお ぜい

クラスメートが亡くなったことが次第に分かってきました。私は，亡くなった荒

あら

川和寿子さんと同じ会計部機銃工事費係に属しておりましたので，当日工廠に居

かわ か ず こ き じゆう ぞく お

りましたならば同じ運命をたどっていたことでしょう。伊藤ふじ子さんも城所一子

き どころかず こ

さんも同じ職場でした。

しよく ば

１週間も経たないうちに敗戦になったのですから，何とも言葉がありません。

た

この季節が巡ってくると，あの痛ましい戦争によって若い命を奪われた友だちの

めぐ いた わか うば

少女のままの面影がよみがえってきて深い思いに沈みます。

おもかげ しず

「戦争は絶対にダメ！！」と心の底から叫びたいです。

ぜつたい さけ

○ クラスメートの思い出

【荒川和寿子さんのこと】

あらかわ か ず こ

海軍工廠では会計部機銃工事費係に所属しており，寮に入っておりました。爆死

しよぞく りよう ばく し

された荒川和寿子さんとは同室でした。仕事を終えて寮に帰り，夕食後のひとと

きを（夕食前だったかもしれません）部屋の窓辺に腰掛けて歌っておりました。彼女

まど べ こし か かのじよ

の話し声は少しハスキーでしたが歌声はきれいで，グリーグ作曲のペールギュン

ト組曲のソルベーグの歌を黄昏の風景の中で，窓辺に腰掛けてゆっくりしたテン

たそがれ

ポで，その哀愁を帯びたメロディーを美しく歌っていた姿を鮮明に覚えています。

あいしゆう すがた せんめい

その時の印象は深く心に残って，いつまで経っても忘れることはできません。ま

た わす

だ，爆撃されない時期でしたが，彼女がどんな想いでこの歌を口ずさんでいたの

でしょうと思ったりしますが，もう会うことも聞くこともできず，何とも悲しい

思い出となりました。

【伊藤幸子さんのこと】

い とうさち こ

伊藤幸子さんとは，とても親しくし

ていました。幸子さんのお母さんから

聞いた話です。８月７日は新しい洋服

や靴で楽しそうに，にこにこして出か

くつ

けていったとのことです。

幸子さんが亡くなったと聞いた私は

お宅へ二人の友達といっしょにに駆け

たく

つけました。私たちはただ，ワーワー

泣くばかりでしたが，お母さんは静か 会計部配属の新城高女生徒 写真提供：佐藤道洋氏
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に幸子さんの遺影に向かって，「幸っちゃん！恭子さんたちお友達が来てくださっ

い えい きよう こ

たよ。私もお友達のみんなもすぐに後から行きますからね。」と自分に言い聞かせ

るようにおっしゃって，「幸子は，右肩をやられたのでしょう。雑のうの肩のとこ

みぎかた ざつ かた

ろが切れていたそうです。」はっきりおっしゃいました。そのことのみ鮮明に覚え

ております。

○ 富岡国民学校のこと

私の短い教員時代のことをふり返

りますと，若い未熟な私は，“教生”

み じゆく きようせい

期間もなくて初等科訓導という肩書

くんどう

きは重く，現場に立つ日々は緊張の

げん ば きんちよう

日々だったように思います。

当時は，教育方針が根底から 覆

ほうしん くつがえ

されて，教科書の中味は黒く塗りつ

ぬ

ぶされて，混乱の中でカリキュラム

こんらん

をどのように書けばよいのか悩んで

なや

いた自分を思い出します。

戦地から復員してみえたばかりの先生も次々と増えていき，職員室の空気が少

ふくいん ふ しよくいんしつ

し変わったように思いました。安形金末先生（体験記録 NO.51 参照），伊藤正次
あ がたかね すえ しよう じ

先生，山田正照先生，それに洞雲寺の稲葉忠雄先生です。軍隊生活を過ごされた

まさ てる とう うん じ いな ば ただ お す

ばかりの先生方ですから，ぴりっとしたというか，とげとげしいような緊張感の

ある雰囲気になりました。でも，先生方はずいぶん戸惑われたことと思います。

ふん い き と まど

それまでの教育方針を否定し，民主教育に取り組むのですから。その当時，先生

ひ てい

方のお考えを聞いたわけではありませんが，方針を変えるためには大変な葛藤が

かつ とう

あったと思います。ご自身が子どもたちに教えてきたことが間違いだったと認め

ま ちが みと

ることが前提になるわ

ぜんてい

けですから，戦前から

の先生方が苦悩されて

く のう

いたことはよく分かり

ました。

そんな職員室の中で，

中西十三（教頭）先生

とうぞう

の言葉が今も心に残っ

ております。当時中西

先生は，少し横道に逸

れる恐れのある生徒の

おそ

昭和１８年頃の富岡国民学校 高学年の模型飛行機づくり

息子さん（13歳）の死を伏せて（体験記録 NO.47参照）
ふ

私は，戦後７０年目にして初めて知りました。当時の中西

十三教頭先生の１３歳の息子さんが豊橋二中から工廠へ動員

とうぞう さい こうしよう

され，爆死されたことを。空襲のあった夜，息子さんを探し

ばく し くうしゆう さが

に工廠へ行かれたこと，そして遺骨もなく葬られたことです。

い こつ ほうむ

そんな大変なことがあったのに，職員室では何もお話しに

なりませんでした。大切な息子さんを亡くされた中西先生の

な

悲しみはあまりにも深くて耐え難く，“誰にも話したくない”

た がた だれ

そんな気持ちで黙しておられたのかもしれないと，お察しす

もく

るばかりですが，私はお悔やみを申し上げられなかった，そ

く

のことへの心残りと申し訳なさを強く感じております。

もう わけ



- 4 -

話をしていて，「○○は導き方によっては優れた者になる。」とおっしゃいました。

みちび すぐ

「導き方」，それは子供を見る目，包容力，指導力の大切さを教えていただいた

こ ども ほう ようりよく し どうりよく

ものと胸に刻みました。また私自身に置き換え，導き，育てていただきたいこと

むね きざ お か

ばかりだと感じました。

昭和２０年は，まだ正規の担任ではなく５．６年生の担任の先生の補助をして

せい き たん にん ほ じよ

おり，先生に指示されたように動いていました。しかし，昭和２１年の４月から

し じ

は１年生を担任することになりました。１年生の担任は，私の子供の頃はベテラ

ころ

ンの先生が担任されていました。それなのに，まだ１７歳の未熟な私が１年生を

さい み じゆく

受け持つことになったのです。

入学したばかりの生徒の中に（富岡西部地区大原の子供でした），いつも 唇 が

さい ぶ おおばら くちびる

紫 色をした子がおりました。気にかかって尋ねてみようと思っていた矢先，橋本

むらさきいろ たず

校長先生に呼ばれて，「その子供を登校させないように，学校で何かあったら困る。」

よ こま

と強く指示され，親御さんにその旨を伝えなさいと言われました。「授業が受けら

おや ご むね じゆぎよう

れないとは？？」とかわいそうに思いました。でも，校長先生の指示には従わざ

したが

るを得ません。その子はチアノーゼという病気で，先天的に心臓に疾患のある重

しん ぞう しつ かん

い病気だったのだと思います。今の時代では考えられませんが，当時は学校でも

しものことがあってはいけないと，校長先生が心配されての措置だったと思いま

そ ち

す。私は家庭訪問をして，そのことを伝えましたが，お母さんは何もおっしゃら

ほう もん

ず，黙って受け入れてくださいました。

だま

昭和２２年４月からは６・３制が開始され，校名も富岡小学校となりました。

せい

私は富岡に３年ほど勤めましたが，昭和２３年１０月に結婚のため退職しました。

つと けつこん たいしよく

でも，「学校に来ないでください。」と伝えたこと，その子のその後の様子なども

気になって，時々思い出したりもしました。

こんな頼りない教師でしたけれど，私にとっては本当に純真無垢な子どもたち

たよ きよう し じゆんしん む く

と過ごした３年の月日は

す

宝物です。戦争が終わっ

たからもの

て間もない時代に，子ど

もたちが裸足やわら草履

はだ し ぞう り

で写っている姿を見ては

胸を熱くしております。

昭和２１年入学式写真 裸足，わら草履の子が多い。 左端に植村恭子先生


